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研究成果の概要（和文）：自然史に世界史を組み込んだBig Historyと、現代ドイツの文化学
（Kulturwissenschaft）とを融合させることにより、個々の地域の文化をたばねたものと全く異なる、統一的な
世界文化史が書けることを示し得た。自然環境の地球規模での変化や、紙や写真といったメディアの広範な伝播
など、共通する外的条件が、地球諸地域の文化をはやくからシンクロナイズさせた、という考えに基づく「自然
史・メディア史としての世界文化史」である。ドイツ文学・ドイツ思想を論じつつ、本研究はあたらしい研究領
域をさえ拓いたと信ずる。

研究成果の概要（英文）：Through the fusion of Big History, which integrates human history with 
natural history, and modern German cultural science (Kulturwissenschaft), this research has shown 
how an integrated global cultural history is possible. Global conditions such as climate change or 
media (paper, photography, etc.) have always synchronised the cultures of different regions of the 
world. Beyond Germanistic research, this project has been able to open a new field of research: '
Global history of culture as a history of nature and media'.

研究分野： German Literature
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  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
世界のさまざまな地域の文化の歴史を、ばらばらな地域史の寄せ集めではなく、統一された歴史として書くこと
ができれば、地球諸地域の友好を深めるのに寄与しうるであろう。そうした統一史に基づく世界文学の教科書、
世界文化の傑作集などを学校のために、社会のためにつくることを目指してもよいであろう。こうしたことを夢
みられるだけの展望を、本研究はひらいた。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 ドイツ語圏においては 1980 年代以来、文化学（Kulturwissenschaft）の諸理論が、旧来の人
文学を刷新した。哲学研究、文学研究、美術史学などの伝統的諸学が縦糸とすれば、メディア
論、学問史学、記憶論、図像論、パフォーマンス論などの諸理論が横糸となり、縦糸の諸学問
をつないだのである。文化学はしかし、分析対象をヨーロッパ文化に限る傾向があり、そのこ
とにより行き詰まっているように見える。 
 歴史学においては、各国史の組み合わせとしての世界史から、世界各地の歴史を統一的連関
のもとに記述するグローバル史（Global History）への脱皮が起きた。グローバル史の手法は
しかし、文化史においては経済史におけるような大きな成果を挙げていない。 
文化学とグローバル史の結合による文化比較や文化史分析は、文化学に対してもグローバル

史に対しても大きな成果をもたらすであろうが、ほとんどなされていない。 
 
２．研究の目的 
文化学とグローバル史を結びつけ、人文学に新たな領域を拓くこと。ケーススタディをドイツ
文学・ドイツ思想などを対象として行うこと。 
 
３．研究の方法 
文化学（Kulturwissenschaft）とグローバル史（Global History）の結合による文化比較や文
化史分析。 
 
４．研究成果 
1) 地球規模の気象変動や、広義のメディア（例えば紙という筆記面）の地球規模の伝播などに
より、地球の異なる地域同士の文化の共通性が古くから生み出されてきた、という概観を得た。
これにより「自然史・メディア史としての世界文化史」という研究領域を拓き得た。 
2) 視覚にかかわるゲーテの詩句や、聴覚にかかわるヘルダーリンの詩句を、同時代の東アジア
の視覚や聴覚に関わる詩句と比較することにより、地球規模の視覚文化史や聴覚文化史を垣間
見得た。文字文化のなかに、視覚文化や聴覚文化の反映・記録を読みとり、その反映・記録を、
文化学の手法で分析したのである。 
3) Marcel Beyer, Durs Grünbein, Christian Kracht ら、ドイツ語で書く現代作家の一部は、
文化学に類した視点から異文化や文化史を描くことがある。その例をいくつか示し得た。 
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